
　日本に来て、疑問に思っていたことや抵抗があったこ
とのひとつに「しょうがない」という言葉があります。
アメリカ人は「しょうがない」という言葉に抵抗がある
人が多いかもしれません。なぜなら“「しょうがない」=「あ
きらめる」”と捉えるので、弱い人しか言いません。ゆえ
に、問題が起きた時に、日本人はもがいたり、抵抗したり、
戦ったりせずに「しょうがない」とすることに対し「Why 
Japanese people?!」と思っていました。
　もちろん、場面によってはアメリカ人の挑戦的な姿勢
は正しいかもしれません。己が信じた道のためにあきら
めずに頑張るのは大切なことです。
　しかし、日本人の「しょうがない」はただ「あきらめる」
という意味ではなく、「受け入れる」というポジティブな
意味があると思うようになって、「しょうがない」という
言葉が好きになりました。口癖になったというわけでは
なく、物事を受け入れて前に進むという考え方に感動し
ました。
　問題が起きて、どうにもならないことを心配したりイ
ライラしたりするより、「しょうがない」と受け入れて、

どうすべきかに集中した方がよほど建設的な行動なので
はないでしょうか。とてもポジティブな言葉で好きです。
　今年もたくさん人と交流し、さまざまな意見を交換し
合って、ポジティブな1年にしていきます。今年もよろ
しくお願いします！

Happy New Year!
I hope you have a good one :）
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て
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さ
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お
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ん
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め
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取
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よ
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な
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。
笠
間
市
の

観
光
を
推
進
す
る
う
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で
、
宿

泊
施
設
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と
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点
が
あ
り
ま
す
が
、
民
泊
の
受

け
入
れ
を
拡
大
す
る
こ
と
で
そ

の
課
題
を
解
消
し
、
イ
ベ
ン
ト

や
体
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を
民
泊
と
組
み
合
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せ
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と
で
市
の
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力
向
上
に
つ

な
が
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待
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業
法
説
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に
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名
を
超
え
る
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
経
験
者
を
交
え
て

熱
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、
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ャ
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感
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今
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も
関
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と
連
携

し
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の
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り
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を
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進
し

て
い
き
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す
。
民
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に
関
心
の

あ
る
方
は
、
気
軽
に
大
坪
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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民
泊
で
笠
間
の
魅
力
の
さ
ら
な
る
向
上
を
！
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【問い合わせ】市民活動課（内線133）

Don't worry, be happy.
vol.
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【問い合わせ】
まちづくり推進課（内線538）

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲ある
人材が地方へ移住（最長3年）し、地域力の維持・強化を目的とした支援活動を行うものです。地域おこし協力隊とは

ブログやフェイスブック
もご覧ください

ブログ▶http://ameblo.jp/kasamart-wa/
Facebook▶http://www.facebook.com/Kasamartowa

住宅宿泊事業法説明会

民家体験の子ども達と記念撮影

平成31年　広報かさま1月号（No.154） 18


